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令和８年度　箕面市立病院事業計画書 

 

 

１．基本理念・基本方針 

 

　　◆理念 

　　　〇地域の人々の健康を支え、安らぎのある環境の中で、患者中心の安全・安心

で良質な医療を提供する。 

　　　〇常に新しいアイデアとチャレンジ精神を持って日々地道な努力をする人材を

育成し、豊かな人間性と夢ある職場を作る。 

　　 

◆基本方針 

１．患者の権利 

患者の権利と尊厳を尊重し、患者に寄り添った医療を実践する。 

２．患者中心の医療 

患者に満足していただける患者中心の安心安全な医療を提供する。 

３．急性期医療 

急性期を担う病院として、高度・専門医療及び救急医療に注力する。 

４．回復期医療 

急性期を脱した患者の在宅復帰、社会復帰を支援する。 

５．チーム医療 

すべての職種が自らの専門性を高め、チーム医療を推進し、質の高い

医療を追求する。 

６．地域包括ケア 

地域の医療・介護・福祉サービス提供事業者と共に、地域包括ケアシ

ステムの構築をめざす。 

７．健康増進 

地域の人々の健康を守るために健康増進を図る。 

８．健康経営 

職員が健康で安全に働き続けられる魅力ある職場環境をめざす。 

９．医療経営 

医療情勢の変化に柔軟に対応するとともに、自院の強みを積極的に展

開し、持続可能な経営基盤を構築する。 
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２．診療体制 

（１）基本的な診療体制 

　　①入院機能 

　　　a.基本的な考え方 

・新病院に向けた地域医療機関との役割分担及び連携強化を行い、高度で専門

的な急性期医療及び回復期リハビリテーション医療を提供する。 

・豊能広域こども急病センターの後方支援病院として、小児入院患者（レスパ

イト入院を含む）の積極的な受入体制を構築する。 

 

b.病棟編成・看護基準等（許可病床ベース） 

 

※新病院への円滑な移行を見据え、豊能医療圏にある回復期リハビリテーショ

ン実施病院との連携強化を図るため、転院パスの整備を進め、当該パスの運

用を拡大するとともに、看護体制を従来の13対1から15対1へと見直す。 

 

 

　　　c.想定指標 

 

 病棟 病床数 病床機能 看護体制

 5 階東病棟 44 床 急性期 7対 1

 5 階西病棟 42 床 急性期 7対 1

 4 階東病棟 45 床 急性期 7対 1

 4 階西病棟 43 床 急性期 7対 1

 3 階西病棟 42 床 急性期 7対 1

 3 階統合病棟 47 床

急性期 7対 1  3 階東病棟 38 床

 ICU 病棟 9床

 HCU 病棟 4床 高度急性期 4対 1

 3 階南病棟 50 床 回復期 15 対 1(※)

 計 317 床 － －

 指標 R7 目標 R7 見込み R8 目標 備考

 
入院患者数/日 210.0 人 204.8 人 240.0 人

急性期：195.0 人 

回復期： 45.0 人

 
病床稼働率 66.2％ 70.7％ 81.9％

急性期：80.0％ 

回復期：91.2％

 
病床利用率 - 64.6％ 75.7％

急性期：73.0％ 

回復期：90.0％

 
入院診療単価 66,714 円 75,552 円 75,552 円

急性期：85,646 円 

回復期：31,811 円
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　　②外来機能 

　　　a.基本的な考え方 

・地域医療支援病院として紹介患者に対する診療に重点をおいた医療を提供す

る。 

・かかりつけ医を持つことを推進し、急性期症状が落ち着いた患者は積極的に

かかりつけ医に逆紹介し、必要に応じて紹介を受けるなど、かかりつけ医と

連携した医療を提供する。 

 

　　　b.想定指標 

 

 

　　③診療科目（29診療科） 

【既存】 

内科、消化器内科、循環器内科、血液内科、糖尿病・内分泌代謝内科、

脳神経内科、精神科、小児科、外科、呼吸器外科、消化器外科、 

乳腺・甲状腺外科、整形外科、形成外科、 脳神経外科、皮膚科、 

泌尿器科、産婦人科（※９月以降の分娩は一時休止）、 

眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、 

放射線科、病理診断科、救急科、麻酔科 

歯科（※市の委託事業として休日診療を実施） 

【新設予定】 

総合診療科、腎臓内科、緩和ケア内科 

 

　　④受付時間・休診日等 

 

 

 指標 R7 目標 R7 見込み R8 目標

 外来患者数/日 650.0 人 585.5 人 610.8 人

 外来診療単価 16,000 円 16,140 円 16,140 円

 紹介率 77％ 81.5％ 85％

 逆紹介率 85％ 94.3％ 95％

 区分 内容

 受付時間 午前 8時 30 分から午前 11 時 30 分

 診療時間 午前 9時から午後 5時

 外　来 

休診日

土曜日、日曜日、祝日 

年末年始（12 月 30 日から翌年の 1月 3日）
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（２）政策的医療の実施 

　　①救急医療 

　　　a.対応方針 

・市内唯一の二次救急告示病院として、可能な限り「断らない救急」を実践す

るため、必要な人材の確保に努めるとともに、大阪大学の高度救命救急セン

ターや、地域の医療機関、救急隊と連携を図る。 

・救急専門医のほか、医師や看護師の負担軽減のため、救急救命士や外部応援

医を引き続き配置する。 

・医師や看護師、救急救命士の役割の明確化、及び検査や入院受入の円滑化を

図り、迅速な救急受入体制を確立する。 

 

　　　b.人員体制 

 

　　　c.想定指標 

 

　　②小児医療 

　　　a.対応方針 

３階西病棟30床を小児用病床として確保し、一般的な感染症からアレルギー疾

患などの幅広い疾患に対応するとともに、地域の基幹病院として、今後も引き

続き地域の医療機関や豊能広域こども急病センターと連携しながら、高度かつ

専門的な小児医療を提供する。 

また、要望の高かった障害児等に対するレスパイト入院を新たに開始するとと

もに、近隣の医療機関の小児医療の縮小に伴う救急受入体制の強化も行う。 

 

　　　b.人員体制 

 区分 医師 看護師 救急救命士 その他の医療従事者

 
時間内 常勤医２名 ４名 ２～４名

検査、調剤等は通常診

療体制の中で対応

 

時間外

内科系・外科系医師

各 1～2 名（外部応

援医含む）

３～４名 1名

薬剤師、検査技師、放射

線技師各 1 名が当直体

制

 指標 R7 目標 R7 見込み R8 目標

 救急外来の想定患者数/年 11,500 人 11,602 人 11,643 人

 救急車搬送件数/年 4,400 件 4,985 件 5,003 件

 救急応需率 63％ 84.7％ 85％

 区分 人数

 常勤医師 6人

 レジデント（後期研修医） 4人
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　　③新興感染症拡大時の医療、災害医療 

・「箕面市災害医療センター」として入院を要する中等症患者の受け入れ体制を

整え、広域災害時に必要な医療を提供する役割を担う。 

・新興感染症の流行時には、国内発生初期から積極的に軽症・中等症患者の入

院・外来での受け入れを行う。 

 

（３）５疾病への対応、その他急性期医療等の提供 

　　①がんへの対応について 

・大阪府がん診療拠点病院として、５大がん(肺がん、胃がん、大腸がん、肝臓が

ん、乳がん)をはじめとして前立腺がんなど罹患数の多いがんの診療を行う。 

・手術療法については、ロボット支援手術などの高度・専門的かつ低侵襲な診療

を積極的に行う。 

・地域の緩和ケア病床を有する医療機関との連携強化を行うとともに、新たに緩

和ケア内科外来を開設し、より多くの患者に対して、医師・がん化学療法看護

認定看護師・緩和ケア認定看護師を中心としたチームでの医療提供の充実を図

るほか、がんに関する情報提供や相談窓口を運営し、がん患者の身体面・精神

面での相談やがんサロンの開催など、がん診療の質とサービスの向上をめざ

す。 

 

　　②脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患、糖尿病、精神疾患への対応 

・脳卒中および心筋梗塞等の心血管疾患については、早期に高度な治療が必要な

場合は大阪大学医学部附属病院や国立循環器病研究センターと連携して対応

し、対応可能な疾患については積極的に受け入れていく。 

・糖尿病については、糖尿病センターを肥満症・糖尿病センターに改組するとと

もに、従前から実施している栄養指導や生活相談、糖尿病透析予防指導、フッ

トケア外来などに加え、肥満外来を追加し専門外来を充実させていくことで、

糖尿病診療の質とサービスの向上をめざす。 

・精神疾患への対応については、増加する認知症等の患者に対し、RI検査（核医学

検査：微量な放射性物質を使って脳血流など体の様々な機能を調べる検査））などの受入

体制や認知症治療薬（抗アミロイドβ抗体薬）による治療を充実するととも

に、認知症ケアチームの活動を充実させ、認知症を合併する入院患者に対する

ケアの質の向上を図る。 

 

　　③その他 

・当院の特徴でもあるロボット手術センター、人工関節手術センター、内視鏡セ

ンターなどで実施している低侵襲手術・治療及び新設した乳線センター及び腹

部ヘルニアセンターについて、地域の医療機関への周知を強化し受け入れ患者

の増を図る。 
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（４）回復期医療の提供 

合併症や廃用症候群の予防、早期離床の促進、日常生活動作（ADL）の早期自立

を目指して、適切に急性期リハビリテーションを提供しつつ、回復期リハビリテ

ーションにあっては、新病院への円滑な移行を見据え、豊能医療圏にある回復期

リハビリテーション実施病院との連携強化を推進し、社会復帰に向けた転院調整

を適切に行う。 

 

（５）その他 

1,000万円以上の医療機器購入及び施設修繕については、市と協議の上、計画的

に行う。 

 

 

３．患者サービス 

（１）患者支援の取り組み 

・入院サポートセンターで、緊急入院も含め可能な限り全ての入院患者の入院前・

入院時説明を行う。 

・患者・家族から必要な情報を入手して関係職種につなぐことで、スムーズな受け

入れを図る。 

 

（２）満足度の向上 

・患者満足度調査、投書箱「みなさまの声」などで患者の意見を収集するととも

に、これらの意見に対して速やかに対応・改善することで、サービス向上を図

る。 

・広報紙「市立病院だより」を発行し、当院に関するニュースを広く周知すること

で、当院の役割・活動内容についての理解を深める。 

・市民医療講座などの公開講座や医療・看護フェアなどのイベントの開催を通じ

て、当院で実施している診療や最新の医療情報を伝えることで、当院の治療に対

する理解と関心を深める。 

 

 

４．地域医療との連携 

・豊能医療圏内の診療所・病院との連携を強化し、地域の医療サービスの向上に寄

与することを目的に、新たに「（仮称）地域医療意見交換会」を開催する。 

・医師会等との「病診連携懇話会」、登録医との「登録医意見交換会」、後送病院と

の「病院ネットワーク箕面」、介護施設等との「近隣介護施設連絡会」、在宅医療

従事者との「医療介護連絡会」などの各種連携会議を定期的に開催し、情報交

換・共有を行い、連携を深める。 

・医師会員と当院医師との顔の見える関係作りの場として、「病診連携懇談会」を年

１回開催する。 

・地域医療ネットワーク「ケアミル」の参加医療機関を増やすことで、診療情報の

共有、診察・検査予約のオンライン化を促進する。 
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・地域連携クリティカルパス対象患者について、利用を促進し、かかりつけ医との

共同診療による連携を図る 

・地域の医療従事者を対象とした研修の開催や、認定看護師など専門の医療従事者

を地域医療機関に派遣して指導や講習を行うことで、地域全体での医療の質の向

上を図る。 

 

５．医療安全の確保 

・患者優先の医療が安全・適切に行われるよう環境整備、職員研修の充実を

図り、医療事故を防止し安全な医療を提供する。 

・「医療の質・安全管理室」が医療安全委員会及び医療安全推進担当者会を

運営し、インシデント・アクシデントレポート（医療ミス・事故などの報

告）の運用や、院内巡回による安全点検と指導、安全管理に関する教育・

研修に関する企画を行う。 

 

 

６．医師、看護師等職員の確保・育成 

（１）職員の確保について 

・医師については、大阪大学医学部とより連携を深めることで確保に努める。 

・看護師については、市の支援金・支度金制度について広く周知するほか、新卒採

用人数を増やすため遠方の大学、専門学校にも訪問し求人活動を行うとともに、

「箕面市看護師等確保対策 就職支度補助金・生活支援補助金」や法人の「入職支

度金制度」を活用し経験者採用を促進する。 

・看護師の負担軽減のため、看護補助者の充実を図っていく。 

・ホームページ（職員採用サイト）の更新や外部サイトへの情報掲載など、様々な

手段により募集情報を周知して確保に努める。 

 

（２）職員の育成について 

・目標管理制度により、個人目標の設定と評価を着実に実施して、育成に努める。 

・看護師については、クリニカルラダー、マネジメントラダーにより、個人の能力

評価と管理者の育成を図る。 

・病院主催の全体研修、階層別研修、専門研修や法人主催の研修を計画的に実施し

て、総合的な人材育成を図る。 

 

 

７．自主事業 

（１）産後ケア事業 

箕面市民を対象とした産後ケア事業を早期に実施する。 

（２）訪問リハビリテーション事業 

2025年度末現在利用中の方を対象に訪問リハビリテーション事業を実施する

が、新市立病院への移行までに、利用者の意向を考慮し、他の事業所に引き継

げるように支援する。 
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R7年度計画 R7年度見込 R8年度計画

事業収益 8,155,200 8,385,067 9,451,127

入院診療収益 5,113,650 5,648,321 6,618,383

外来診療収益 2,516,800 2,296,487 2,385,871

室料差額収益 118,582 140,356 140,356

その他収益 61,293 ▲ 45,910 ▲ 45,910

指定管理料 344,875 345,814 352,428

事業費用 8,637,490 8,762,603 9,107,057

材料費 2,133,287 2,023,911 2,281,227

医薬品費 1,418,787 1,038,891 1,170,973

診療材料費 662,331 975,365 1,099,371

給食材料費 52,170 261 294

寝具費 0 9,394 10,588

給与費 4,986,548 5,194,658 5,205,588

給与・賞与 4,115,748 4,269,453 4,340,526

法定福利費 675,882 548,425 494,019

報酬費(非常勤Dr.) 194,918 235,000 226,574

人材派遣料 0 141,780 144,469

委託費 892,962 824,699 882,401

検査委託費 52,122 172,174 198,260

給食委託費 113,117 164,188 189,064

その他委託費 727,723 488,336 495,077

設備関係費 181,111 103,428 114,554

減価償却費 0 43,570 54,696

修繕費 86,591 44,595 44,595

賃借料 94,520 15,263 15,263

研究研修費 37,043 9,110 9,110

経費 406,539 606,797 614,178

光熱費 222,784 254,926 254,926

消耗品費 39,086 27,850 27,850

支払手数料 14,187 75,921 75,921

支払リース料 48,550 1,572 1,572

租税公課 0 70,438 70,438

その他経費 81,931 176,090 176,090

指定管理者負担金 0 0 7,381

事業利益 ▲ 482,290 ▲ 377,535 344,069

事業外収益 35,000 114,435 0

その他の収益 35,000 114,435 0

事業外費用 218,689 247,239 283,534

その他の費用 0 4,394 0

本部費配賦額 218,689 242,845 283,534

経常利益 ▲ 665,979 ▲ 510,339 60,536

 

【収支計画】　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　単位：千円 


